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関
東
、
四
国
、
中
国
、
北
海
道
、
北
信
越
、
九
州
の
各
地
方
市
議

会
議
長
会
は
平
成
２６
年
４
月
２２
日
か
ら
２４
日
の
間
に
定
期
総
会
を
開

催
し
た
。

各
総
会
で
は
、
新
会
長
は
じ
め
新
役
員
が
選
出
さ
れ
る
と
と
も

に
、
議
案
が
審
議
、
決
定
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
決
定
さ
れ
た
議
案
の
う
ち
、
各
３
件
以
内
が
部
会
提
出
議

案
と
し
て
、
５
月
２８
日
開
催
の
全
国
市
議
会
議
長
会
第
９０
回
定
期
総

会
に
上
程
さ
れ
る
。

関
東
市
議
会
議
長
会
は
４
月
２２

日
、
定
期
総
会
を
開
催
し
、
４
都

県
か
ら
提
出
さ
れ
た
▽
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
事
故
防
止
対
策
▽
被
災
者

の
救
助
・
支
援
制
度
の
見
直
し
▽

地
上
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
難
視

地
区
解
消
の
対
策
▽
利
根
川
、
小

貝
川
及
び
鬼
怒
川
堤
防
の
除
染
―

の
４
件
の
議
案
を
審
議
、
決
定
し

た
。
ま
た
、
新
会
長
に
田
口
文
明
・

水
戸
市
議
会
議
長
を
選
出
し
た
。

四
国
市
議
会
議
長
会
は
２２
日
、

定
期
総
会
を
開
催
し
、
４
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
▽
子
ど
も
の
医
療
費

助
成
制
度
の
創
設
▽
国
民
健
康
保

険
・
介
護
保
険
の
国
庫
負
担
割
合

の
拡
充
▽
食
の
安
全
・
安
心
の
確

立
▽
合
併
算
定
替
（
特
例
期
間
）

終
了
後
の
新
た
な
財
政
支
援

措
置
―
な
ど
１２
件
の
議
案
を

審
議
、
決
定
し
た
。
ま
た
、
新
会

長
に
寺
井
克
之
・
松
山
市
議
会
議

長
を
選
出
し
た
。

中
国
市
議
会
議
長
会
は
２３
日
、

定
期
総
会
を
開
催
し
、
５
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
▽
国
民
健
康
保
険
制

度
の
充
実
強
化
▽
公
立
小
学
校
及

び
中
学
校
に
お
け
る
法
改
正
を
伴

う
学
級
編
成
基
準
の
引
き
下
げ
▽

山
陰
自
動
車
道
の
建
設
促
進
▽
発

達
支
援
に
対
す
る
施
策
の
充
実
▽

手
話
言
語
法
の
制
定
―
な
ど
１５
件

の
議
案
を
審
議
、
決
定
し
た
。
ま

た
、
新
会
長
に
米
沢
痴
達
・
周
南

市
議
会
議
長
を
選
出
し
た
。

北
海
道
市
議
会
議
長
会
は
２４

日
、
定
期
総
会
を
開
催
し
、
３
支

部
か
ら
提
出
さ
れ
た
▽
北
海
道
新

幹
線
の
建
設
促
進
▽
並
行
在
来
線

へ
の
支
援
措
置
▽
北
方
領
土
問
題

の
早
期
解
決
等
▽
環
太
平
洋
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
協
定

交
渉
―
な
ど
５
件
の
議
案
を
審

議
、
決
定
し
た
。
ま
た
、
新
会
長

に
高
橋
克
朋
・
札
幌
市
議
会
議
長

を
選
出
し
た
。

北
信
越
市
議
会
議
長
会
は
２４

日
、
定
期
総
会
を
開
催
し
、
５
県

か
ら
提
出
さ
れ
た
▽
自
然
災
害
復

旧
事
業
に
関
す
る
財
政
措
置
の
強

化
▽
北
陸
新
幹
線
の
早
期
完
成
▽

高
規
格
幹
線
道
路
等
の
整
備
促
進

▽
日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
の

整
備
促
進
▽
原
子
力
防
災
対
策
の

抜
本
的
見
直
し
と
安
全
・
安
心
の

確
保
―
な
ど
１８
件
の
議
案
を
審

議
、
決
定
し
た
。
ま
た
、
新
会
長

に
吉
田
琴
一
・
福
井
市
議
会
議
長

を
選
出
し
た
。

九
州
市
議
会
議
長
会
は
２４
日
、

定
期
総
会
を
開
催
し
、
新
会
長
に

安
慶
田
光
男
・
那
覇
市
議
会
議
長

を
選
任
し
た
。
ま
た
、
８
県
か
ら

提
出
さ
れ
た
▽
日
米
地
位
協
定
の

抜
本
的
な
改
定
▽
農
林
漁
業
の
振

興
対
策
▽
東
九
州
地
域
の
高
速
道

路
網
の
整
備
促
進
▽
国
民
健
康
保

険
事
業
運
営
に
係
る
国
の
財
政
支

援
▽
「
特
定
国
境
離
島
保
全
・
振

興
特
別
措
置
法
（
仮
称
）
」
の
早

期
制
定
及
び
離
島
振
興
策
の
推
進

▽
所
得
税
法
の
寡
婦
控
除
制
度
の

改
正
▽
過
疎
地
域
に
対
す
る
財
政

支
援
の
充
実
強
化
▽
自
治
体
病
院

の
医
師
確
保
対
策
並
び
に
財
政
支

援
措
置
の
充
実
強
化
等
―
な
ど
２１

件
の
議
案
を
審
議
、
決
定
し
た
。

▽
一
宮
市
（
愛
知
県
）

住
所
、
電
話
番
号
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

に
変
更
な
し

５月１５日現在の都市数
８１３団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４３市
特例市 ４０市
一般市 ６８７市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第1903・4号５月１５日平成26年
（2014年）

関
東
・
四
国
・
中
国
・
北
海
道
・
北
信
越
・
九
州

各各
地地
方方
議議
長長
会会
がが
定定
期期
総総
会会
をを
開開
催催

高橋克朋・北海道議長会会長
（札幌市）

吉田琴一・北信越議長会会長
（福井市）

安慶田光男・九州議長会会長
（那覇市）

田口文明・関東議長会会長
（水戸市）

新新
庁庁
舎舎
落落
成成

米沢痴達・中国議長会会長
（周南市）

寺井克之・四国議長会会長
（松山市）

（１） 平成２６年５月１５日 第１９０３・４号



決 議
【税・財政】 【 ９５５】 【 ８】

○地方税財源の充実確保 ４４９ ―

○地方財政の充実・強化（地方交 １９４ ３

付税の確保、地方公務員給与の
削減要請反対など）

○消費税の軽減・複数税率の導入 １９５ ―

○免税軽油制度の継続 ２９ ―

○合併算定替終了後の財政支援措 １９ ―

置
【地方行政・議会・選挙】 【 ５０】 【 ５４】

○過疎対策の積極的推進 ２３ ―
【医療・介護・保健衛生】 【 ５９８】 【 ５】

○介護保険について １３５ ―

・要支援者に対する介護サービ ５６ ―
スの継続

・介護保険制度における新たな ４９ ―
地域支援事業の導入

○ブラッドパッチ療法の保険適用 １１０ ―

及び脳脊髄液減少症の診断・治
療の推進

○ウイルス性肝炎患者に対する医 ４２ ―

療費助成の拡充、救済策の実施
○国民健康保険制度について ３４ １

・国庫負担率の引き上げ ２３ ―

○子宮頸がん予防ワクチンについ ２８ １

て（副反応事例発生率・症状の
情報提供、安全性の検証、被害
者の救済など）

○風しん予防接種に対する財政措 １８ ―

置
○重度障害者（児）医療費助成制 １７ ―

度における精神障害者の適用改
善

【教育・文化】 【 ４５４】 【 ２４】

○義務教育費国庫負担制度の堅持、 １７７ ―

拡充
○教育予算について １４７ ―

・教育予算の拡充 ８１ ―
・私学助成の増額 ５９ ―
【農林・水産】 【 ４６６】 【 ３】

○地球温暖化対策について １８８ ―

・森林吸収源対策及び地球温暖 １５９ ―
化対策に関する地方の財源確
保

・森林・林業・木材産業施策の ２５ ―
積極的な展開

○ＴＰＰ交渉参加に反対、撤退 １７８ １

○鳥獣被害防止対策の充実 ３４ ―

○配合飼料の価格高騰対策 ２６ ―

意見書件 名

平成２５年の意見書・決議の議決状況 【 】内は小計

決 議
【公害・環境保全】 【 １９１】 【 １０】

○容器包装リサイクル法について ５９ ―

・容器包装リサイクル法の改正、 ５０ ―
発生抑制と再使用を促進する
ための法律の制定

○福島第一原子力発電所における ３４ ３

汚染水対策の強化
【建設・運輸・郵政・国土保全】【 １８３】 【 ２５】

○ホテル・旅館等建築物の耐震化 ５１ ―

促進
○公共工事の入札不調を解消する ３５ ―

環境整備
【警察・防災・消防】 【 １５２】 【 ７】

○大規模地震等災害対策の促進 ６３ ―

○特定秘密保護法について（法案 ３１ １

の慎重な対応、法律の撤廃など）
【労働・商工】 【 ３８７】 【 ４】

○若者の就労支援対策 ９７ ―

○中小企業の再生・活性化策の充 ８２ ―

実・強化
○最低賃金の引き上げ ４８ ―

○企業減税等から確実な賃金引き ４４ ―

上げ
○過労死防止基本法の制定 ４１ ―

○ブラック企業への厳正な対処 ３０ ―

【外交・防衛・国際関係】 【 １４２】 【 １１８】

○核兵器の廃絶への取り組みにつ ２６ ―

いて
・日本政府に核兵器全面禁止の ２１ ―
ための決断と行動を求める

○米軍輸送機オスプレイの配備反 １９ ６

対、訓練の中止
○北朝鮮の核実験に抗議 １６ ６８

○中国による防空識別圏の設定の ８ ２６

即時撤回
【社会・くらし】 【 ４５１】 【 １６】

○原発事故子ども・被災者支援法 ９２ ―

に基づく具体的施策の早期実施
○年金２．５％の削減中止 ３６ ―

○独立行政法人都市再生機構 ３２ ―

（ＵＲ）家賃値上げ中止
○生活保護制度について ３７ ―

・生活保護基準の引き下げに反 ２４ ―
対

【その他】 【 ３５】 【 ３２】

【総合計】 【 ４０６４】 【 ３０６】

意見書件 名

※各市議会から任意に本会ホームページの意見書・決議ボックスに入力、または本会に郵送された平成２５年中の意見書・決議をもとに集計
※意見書・決議数が上位のものを主に掲載

第１９０３・４号 平成２６年５月１５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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▼
議
長

▽
四
街
道

市
橋
誠
二
郎
（
３
・
３
）

▽
橿
原

細
川
佳
秀
（
３
・
３
）

▽
美
作

山
本
雅
彦
（
３
・
３
）

▽
小
城

中
島
正
之
（
３
・
３
）

▽
白
山

寺
越
和
洋
（
３
・
４
）

▽
前
橋

町
田
徳
之
助
（
３
・
４
）

▽
境
港

米
村
一
三
（
３
・
５
）

▽
神
栖

木
内
敏
之
（
３
・
６
）

▽
渋
川

都
丸
政
行
（
３
・
６
）

▽
町
田

上
野
孝
典
（
３
・
１０
）

▽
日
野

菅
原
直
志
（
３
・
１０
）

▽
加
須

平
井
喜
一
朗
（
３
・
１１
）

▽
三
沢

小
比
類
巻
雅
彦
（
３
・
１３
）

▽
飯
能

加
藤
由
貴
夫
（
３
・
１８
）

▽
志
木

河
野
芳
徳
（
３
・
１９
）

▽
飛
�

菅
沼
明
彦
（
３
・
１９
）

▽
西
条

藤
田
節
雄
（
３
・
１９
）

▽
中
津

池
田
勝
一
（
３
・
１９
）

▽
羽
生

保
泉
和
正
（
３
・
２０
）

▽
蓮
田

石
川
誠
司
（
３
・
２０
）

▽
名
古
屋

う
か
い
春
美
（
３
・
２０
）

▽
富
山

中
川

勇
（
３
・
２４
）

▽
金
沢

田
中
展
郎
（
３
・
２４
）

▽
宇
都
宮

熊
本
和
夫
（
３
・
２４
）

▽
熊
本

三
島
良
之
（
３
・
２４
）

▽
奥
州

佐
藤
修
孝
（
３
・
２５
）

▽
洲
本

地
村
耕
一
良
（
３
・
２６
）

▽
宮
若

島
本
昌
典
（
３
・
２６
）

▼
副
議
長

▽
四
街
道

宮
崎
昭
彦
（
３
・
３
）

▽
橿
原

植
田
泰
文
（
３
・
３
）

▽
小
城

大
坪
�
�
（
３
・
３
）

▽
白
山

安
田
竹
司
（
３
・
４
）

▽
前
橋

長
沼
順
一
（
３
・
４
）

▽
境
港

永
井

章
（
３
・
５
）

▽
神
栖

安
藤
昌
義
（
３
・
６
）

▽
渋
川

茂
木
弘
伸
（
３
・
６
）

▽
町
田

大
西
宣
也
（
３
・
１０
）

▽
日
野

梅
田
俊
幸
（
３
・
１０
）

▽
加
須

小
坂

裕
（
３
・
１１
）

▽
三
沢

野
坂
篤
司
（
３
・
１３
）

▽
飯
能

内
田
健
次
（
３
・
１８
）

▽
由
布

太
田
正
美
（
３
・
１８
）

▽
志
木

吉
川
義
郎
（
３
・
１９
）

▽
飛
�

池
田
寛
一
（
３
・
１９
）

▽
西
条

行
元

博
（
３
・
１９
）

▽
牛
久

市
川
圭
一
（
３
・
２０
）

▽
羽
生

島
村

勉
（
３
・
２０
）

▽
蓮
田

齋
藤
隆
宗
（
３
・
２０
）

▽
名
古
屋

三
輪
芳
裕
（
３
・
２０
）

▽
五
條

平
岡
清
司
（
３
・
２０
）

▽
富
山

浅
名
長
在
ェ
門
（
３
・
２４
）

▽
高
萩

大
足
光
司
（
３
・
２４
）

▽
宇
都
宮

渡
辺
道
仁
（
３
・
２４
）

▽
別
府

穴
井
宏
二
（
３
・
２４
）

▽
奥
州

小
野
寺
重
（
３
・
２５
）

▽
洲
本

小
野
章
二
（
３
・
２６
）

▽
宮
若

川
口

誠
（
３
・
２６
）

▼
事
務
局
長

▽
高
槻

津
田
泰
史
（
２
・
１
）

▽
白
山

掛
上
正
則
（
２
・
１７
）

▽
小
樽

小
鷹
孝
一
（
４
・
１
）

▽
苫
小
牧

金
沢
秀
樹
（
４
・
１
）

▽
紋
別

吉
野
久
寿
（
４
・
１
）

▽
登
別

武
田
雅
康
（
４
・
１
）

▽
八
戸

吉
田
幸
司
（
４
・
１
）

▽
五
所
川
原

長
尾
功
一
（
４
・
１
）

▽
三
沢

�

範
雄
（
４
・
１
）

▽
平
川

鳴
海
景
文
（
４
・
１
）

▽
大
船
渡

金
野
敏
夫
（
４
・
１
）

▽
釜
石

古
澤
茂
樹
（
４
・
１
）

▽
二
戸

下
堀
正
太
郎
（
４
・
１
）

▽
気
仙
沼

伊
藤
信
也
（
４
・
１
）

▽
東
松
島

三
浦

薫
（
４
・
１
）

▽
大
崎

中
村
広
志
（
４
・
１
）

▽
秋
田

菅
原

真
（
４
・
１
）

▽
大
館

花
田
一
美
（
４
・
１
）

▽
湯
沢

柴
田
英
助
（
４
・
１
）

▽
鶴
岡

佐
藤
秀
雄
（
４
・
１
）

▽
酒
田

須
藤
秀
明
（
４
・
１
）

▽
天
童

阿
部
英
弥
（
４
・
１
）

▽
東
根

斎
藤
吉
則
（
４
・
１
）

▽
福
島

菊
池

稔
（
４
・
１
）

▽
田
村

柳
沼
覚
治
（
４
・
１
）

▽
加
茂

武
内

豊
（
４
・
１
）

▽
志
木

高
橋
良
和
（
４
・
１
）

▽
飛
�

東
佐
藤
司
（
４
・
１
）

▽
宮
若

尾
藤
康
弘
（
４
・
１
）

本
会
で
は
、
４
年
ご
と
に
「
全

国
都
市
の
特
色
あ
る
施
策
集
」
を

刊
行
し
て
お
り
、
平
成
２７
年
３
月

下
旬
に
平
成
２７
年
度
版
の
刊
行
を

予
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
、
各
市
議
会

事
務
局
に
特
色
あ
る
施
策
に
つ
い

て
、
本
会
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
の

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
寄
稿
を
お
願

い
し
て
お
り
ま
す
（
寄
稿
期
限
は

２６
年
１０
月
１７
日
ま
で
）
。
寄
稿
件

数
は
１
市
に
つ
き
３
件
以
内
、
２３

年
度
以
降
の
施
策
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

寄
稿
依
頼
は
４
月
２１
日
付
け
に

て
、
各
市
議
会
事
務
局
に
送
付
し

て
お
り
ま
す
。

な
お
、
２７
年
度
版
施
策
集
は
刊

行
後
、
各
市
議
会
事
務
局
に
１
部

ず
つ
送
付
し
ま
す
。
ま
た
、
本
会

ウ
ェ
ブ
上
に
お
い
て
も
掲
載
施
策

の
デ
ー
タ
検
索
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

議議
会会
人人
事事

２７年度版

全全
国国
都都
市市
のの
特特
色色
ああ
るる

施施
策策
集集
のの
原原
稿稿
をを
依依
頼頼

２３年度版の施策集表紙
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地地
方方
分分
権権
改改
革革
でで

提提
案案
募募
集集
方方
式式
をを
導導
入入

内
閣
府
の
地
方
分
権
改
革
推
進

本
部
は
平
成
２６
年
４
月
３０
日
、
地

方
分
権
改
革
に
関
す
る
提
案
募
集

の
実
施
方
針
を
決
定
し
た
。

実
施
方
針
で
は
、
地
方
分
権
改

革
に
つ
い
て
、
地
方
分
権
改
革
推

進
委
員
会
勧
告
に
基
づ
き
、
事
務

・
権
限
の
移
譲
、
義
務
付
け
・
枠

付
け
の
見
直
し
等
に
関
し
て
、
４

次
に
わ
た
る
一
括
法
な
ど
に
よ
り

進
展
し
、
勧
告
事
項
に
つ
い
て
は

一
通
り
検
討
し
た
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
個
性
を
活
か
し
、
自
立
し

た
地
方
を
つ
く
る
た
め
、
地
方
の

声
を
踏
ま
え
つ
つ
、
社
会
経
済
情

勢
の
変
化
に
対
応
し
、
引
き
続
き

改
革
を
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
と
し
た
。
新
た
な
局
面
を
迎
え

る
改
革
で
は
、
委
員
会
勧
告
方
式

に
替
え
て
、
地
方
の
発
意
に
根
ざ

し
た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
こ
と

と
し
、
個
々
の
地
方
公
共
団
体
等

か
ら
改
革
に
関
す
る
提
案
を
広
く

募
集
し
、
そ
れ
ら
の
提
案
の
実
現

に
向
け
て
検
討
を
行
う
と
し
た
。

こ
の
実
施
方
針
に
基
づ
き
、
内

閣
府
地
方
分
権
推
進
室
は
、
地
方

分
権
改
革
に
関
す
る
全
国
的
な
制

度
改
正
に
係
る
提
案
を
５
月
２０
日

か
ら
７
月
１５
日
ま
で
募
集
す
る
。

募
集
要
項
で
は
、
提
案
主
体
を

▽
都
道
府
県
及
び
市
区
町
村
▽
一

部
事
務
組
合
及
び
広
域
連
合
▽
地

方
六
団
体
▽
地
方
六
団
体
以
外
で

地
方
公
共
団
体
を
構
成
員
と
す
る

組
織
―
と
し
て
い
る
。

提
案
対
象
は
、
地
方
公
共
団
体

へ
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
及
び
地

方
に
対
す
る
規
制
緩
和
と
さ
れ
て

い
る
。
▽
全
国
的
な
制
度
改
正
▽

委
員
会
勧
告
の
対
象
で
は
な
い
本

府
省
の
事
務
・
権
限
の
移
譲
、
法

定
受
託
事
務
・
政
省
令
等
・
補
助

金
等
の
要
綱
等
に
よ
る
義
務
付
け

・
枠
付
け
の
見
直
し
▽
制
度
の
改

廃
を
含
め
た
抜
本
的
な
見
直
し
―

に
係
る
提
案
が
取
り
扱
わ
れ
る
。

な
お
、
対
象
と
な
ら
な
い
提
案

は
▽
国
・
地
方
の
税
財
源
配
分
や

税
制
改
正
▽
予
算
事
業
の
新
設
提

案
▽
国
が
直
接
執
行
す
る
事
業
の

運
用
改
善
▽
個
別
の
公
共
用
物
に

係
る
管
理
主
体
の
変
更
▽
現
行
制

度
で
も
対
応
可
能
な
事
項
―
で
あ

る
。受

け
付
け
た
提
案
に
つ
い
て

は
、
内
閣
府
が
実
現
に
向
け
、
関

係
府
省
と
調
整
を
行
う
が
、
そ
の

過
程
で
関
係
府
省
の
回
答
、
そ
れ

に
対
す
る
提
案
主
体
か
ら
の
見
解

の
提
出
と
い
う
や
り
取
り
が
重
ね

ら
れ
る
。
そ
の
際
、
地
方
六
団
体

の
意
見
が
聴
取
さ
れ
る
。
特
に
重

要
な
提
案
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府

特
命
担
当
大
臣
の
下
で
開
催
す
る

有
識
者
会
議
・
専
門
部
会
で
集
中

的
に
調
査
・
審
議
が
行
わ
れ
る
。

以
上
の
過
程
を
経
て
、
提
案
に

対
す
る
対
応
方
針
に
つ
い
て
、
年

末
ま
で
に
、
推
進
本
部
決
定
及
び

閣
議
決
定
が
行
わ
れ
、
場
合
に
よ

っ
て
は
所
要
の
法
律
案
が
国
会
に

提
出
さ
れ
る
。
最
終
的
な
調
整
結

果
等
に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
る
�
想
定

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
表
�
参
照
。

な
お
、
募
集
に
先
立
ち
、
地
方

分
権
推
進
室
は
、
提
案
を
検
討
し

て
い
る
団
体
か
ら
の
事
前
相
談
を

５
月
１
日
か
ら
受
け
付
け
て
お

り
、
積
極
的
な
活
用
を
働
き
か
け

て
い
る
（
７
月
１５
日
ま
で
）
。

表�
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